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し
て
も
支
援
の
一
部
を
負
担
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

 未
 だ
そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
っ

い
まて

お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら

今
後
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
と
も
に

利
用
促
進
策
や
経
費
節
減
策
に
関

す
る
行
動
計
画
を
年
度
内
に
策
定

し
、
地
域
住
民
と
一
体
と
な
り
鉄

路
の
維
持
存
続
を
図
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
懸
案
と
な
っ

て
い
た
老
朽
化
し
て
い
る
市
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
市
民
、
議
会
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
話
し
合
う
た

め
の
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
災
害
対
策
機
能
や
、
市
民
が

気
軽
に
訪
れ
て
親
し
み
や
す
い
庁

舎
の
建
て
替
え
に
向
け
た
議
論
を

進
め
て
お
り
、
国
か
ら
の
財
政
支

援
を
受
け
た
中
で
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
課
題
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

着
実
に
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

来
、「
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
生

き
が
い
を
感
じ
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
し
、
幸
せ
が
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
市
政
に
臨
む
基

本
姿
勢
と
し
て
掲
げ
、
市
民
と
の

対
話
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
市

民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
６
月
に
は
、
新
し
く
中
心

市
街
地
の
核
拠
点
と
し
て
観
光
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
や
簡
易
宿
泊

所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
入
居
し
た
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
 フ
ラ
ノ
が
オ
ー

プ
ン
し
、「
観
光
」「
滞
在
」「
食
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
お
も
て
な
し
」

と
情
報
発
信
の
拠
点
が
整
備
さ
れ
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
が
点
か
ら
線
へ
、

線
か
ら
面
へ
と
拡
大
す
る
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
、
へ
そ
の
「
絆
」
を

合
言
葉
に
市
民
手
作
り
に
よ
る

「
北
海
へ
そ
祭
り
」
が
記
念
す
べ
き

　
回
目
を
迎
え
、
最
高
気
温
　
度

５０

３５

の
猛
暑
日
の
な
か
、
観
客
数
は
昨

年
よ
り
１
万
５
千
人
多
い
９
万
人

を
記
録
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

を
み
せ
ま
し
た
。

　
９
月
に
は
、
胆
振
中
東
部
を
震

源
と
す
る
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

が
発
生
、
死
者
　
人
、
建
物
被
害

４１

約
１
万
９
千
棟
に
の
ぼ
る
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災

を
受
け
ら
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
、

心
か
ら
お
悔
や
み
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
地
震
は
富
良
野
市
に
お
き
ま

し
て
も
震
度
４
を
記
録
す
る
と
と

も
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
り

交
通
機
関
の
 麻
  痺
 と
、
食
料
や
日

ま
 

ひ

用
品
の
不
足
が
発
生
し
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
今
後
の

防
災
・
減
災
に
対
し
多
く
の
教
訓

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
　
月
に
は
、
旭
川
十
勝
道
路
「
富

１１
良
野
道
路
」
８
・
３
娃
が
開
通
し
、

夏
季
の
交
通
混
雑
の
解
消
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

と
と
も
に
、
全
線
１
２
０
娃
が
早

期
完
成
す
る
こ
と
で
、
救
急
道
路
、

防
災
道
路
と
し
て
国
土
 強
  靭
 化
の

き
ょ
う
 じ
ん

柱
と
し
て
の
「
命
の
道
」
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
さ
て
、
国
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

対
し
て
、「
徹
底
し
た
経
営
努
力
を

前
提
と
し
て
２
年
間
で
４
０
０
億

円
台
の
支
援
を
行
な
う
」
と
の
発

表
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
に
対

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
　
年
の
輝
か

３１

し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
４
月
　
日
の
富
良
野
市
長

２２

選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
有
権
者
の

厳
粛
な
る
信
託
を
受
け
、
第
５
代

富
良
野
市
長
と
し
て
市
政
を
担
う

こ
と
に
な
り
、
果
た
す
べ
き
職
責

の
重
さ
を
改
め
て
認
識
し
、
市
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
る

た
め
、
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り

組
む
決
意
を
致
し
ま
し
た
。

　
私
は
５
月
　
日
の
市
長
就
任
以

１５

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

富良野市長　

北　猛 俊
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振振

平平
成成
三三
十十
年
を
年
を
　
　
り
返
り
返
るる
　

４
月
６
日
　
富
良
野
看
護
専
門
学
校
第
　
期
生
入
学
式

２５

　
　
日
　
第
７
回
市
交
通
防
犯
運
動
市
民
大
会

１０
　
　
日
　
富
良
野
市
長
選
挙
・
富
良
野
市
議
会
議
員

２２
　
　
　
補
欠
選
挙

　
　
日
　
当
選
証
書
付
与
式

２３
５
月
　
　

　
７
日
　
根
室
本
線
対
策
協
議
会
総
会

　
９
～
　
日
　
こ
ど
も
の
図
書
館
ま
つ
り

１２

　
　
日
　
ふ
ら
の
ア
ス
パ
ラ
祭
り

１２
　
　
日
　
能
登
芳
昭
市
長
が
任
期
満
了
退
任

１４
　
　
日
　
第
５
代
富
良
野
市
長
に
北
猛
俊
が
就
任

１５
　
　
・
　
日
　
子
育
て
マ
マ
の
１
日
農
業
体
験

１５

１６

　
　
日
　
ふ
ら
の
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

１９
　
　
日
　
パ
パ
広
場
（
年
４
回
開
催
）

２０
　
　
日
　
第
　
回
や
ま
べ
さ
く
ら
ま
つ
り

２０

６５

　
　
日
　
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
 フ
ラ
ノ
 ワ
イ
ン
デ
ー

２２
　
　
日
　
少
年
の
主
張
大
会

２３
　
　
日
　
名
誉
市
民
の
倉
本
聰
さ
ん
監
修
「
ル
・
ゴ

２８
　
　
　
ロ
ワ
フ
ラ
ノ
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

６
月

　
１
日
　「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
 フ
ラ
ノ
」
オ
ー
プ
ン

　
２
・
３
日
　
ふ
ら
の
パ
ン
＆
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　
９
日
　
特
急
フ
ラ
ノ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
エ
ク
ス
プ
レ

　
　
　
ス
、
富
良
野
・
美
瑛
ノ
ロ
ッ
コ
号
運
行
開
始

　
　
　（
９
月
　
日
ま
で
）　
　
　
　
　

２４

　
９
日
　
ふ
ら
の
樹
海
野
菜
工
房
「
し
ず
く
」
オ
ー

　
　
　
プ
ン
式

　
９
・
　
日
　
公
民
館
フ
ェ
ス
タ

１０

　
　
日
　
音
楽
大
行
進

１１
　
　
日
　
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

１７
　
　
日
　
瀬
川
あ
や
か
２
周
年
記
念
ラ
イ
ブ

２４
　
　
日
　
第
９
回
グ
レ
ー
ト
ア
ー
ス
富
良
野
ラ
イ
ド

２４
　
　
日
　
北
海
道
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

２４
　
　
日
　
森
林
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
（
９
月
　
日

２６

１１

　
　
　
ま
で
・
市
内
７
校
）

　
　
日
　
メ
イ
ド
イ
ン
フ
ラ
ノ
第
１
回
認
定
証
授
与
式

２７

７
月

　
１
～
４
日
　
富
良
野
地
域
日
台
親
善
協
会
教
育

　
　
　
　
　
旅
行
受
入

　
５
日
　
第
　
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
啓
発
集
会

６８

　
　
日
　
東
山
地
域
ふ
る
さ
と
祭
り
＆
Ｊ
Ａ
農
業
祭

１４
　
　
・
　
日
　
や
ま
べ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
　

１４

１５

　
　
日
　
連
合
町
内
会
長
会
議
開
催
（
第
１
回
）

１９
　
　
日
　
第
　
回
ふ
ら
の
へ
そ
マ
ラ
ソ
ン

２２

３８

　
　
日
　
キ
ャ
ン
プ
　
恋
活

２２

de

　
　
・
　
日
　
第
　
回
北
海
へ
そ
祭
り

２８

２９

５０

８
月

　
４
・
５
日
　
第
　
回
ゆ
う
ふ
れ
音
楽
祭

３７

　
４
・
５
日
　
第
２
回
ふ
ら
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

　
　
　
　
　
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
９
～
　
日
　
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

１１

　
　
日
　
第
７
回
ふ
ら
の
花
火
大
会

１１
　
　
日
　
臨
時
貨
物
列
車
「
ふ
ら
の
ベ
ジ
タ
号
」
運

１７
　
　
　
行
開
始
（
４
月
ま
で
）

　
　
日
　
第
　
回
富
良
野
看
護
専
門
学
校
祭

１８

２５

　
　
日
　
樹
海
の
里
ぶ
ら
り
旅
２
０
１
８
夏

１８
　
　
日
　
フ
ラ
ノ
ま
ち
フ
ェ
ス
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」

１９
　
　
日
　
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
開
催
（
第
１
回
）

２２
９
月
　

　
１
日
　
富
良
野
消
防
連
合
演
習

　
２
日
　
第
　
回
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り

３２

　
６
日
　
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発
生

　
６
日
　
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
・
マ
ル
シ
ェ
２
来
場
者

　
　
　
８
０
０
万
人
達
成

　
　
日
　
魅
力
再
発
見
！
レ
ト
ロ
建
築
め
ぐ
り

１５
　
　
日
　
ふ
ら
の
チ
ー
ズ
祭
り

１６
　
　
日
　
未
来
を
つ
く
ろ
う
　
市
民
と
市
長
の
地

２１
　
　
　
域
懇
談
会
（
　
月
７
日
ま
で
・
　
会
場
）

１１

１５

　
　
～
　
日
　
ふ
ら
の
環
境
展
２
０
１
８

２０

２２

　
　
日
　
第
２
回
富
良
野
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
＆
ピ
ク

３０
　
　
　
ニ
ッ
ク

　
月
１０　
４
日
　
富
良
野
中
央
婦
人
会
創
立
　
周
年
記
念
式
典

７０

　
６
日
　
登
山
　
恋
活

de

　
月
６
～
８
日
　
第
　
回
ふ
ら
の
演
劇
祭

１０

１６

　
　
　
　
　
　
　
第
　
回
演
劇
工
場
ま
つ
り

１８

　
６
～
８
日
　
富
良
野
西
中
学
校
野
球
部
が
全
日

　
　
　

本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
出
場
権
を
獲
得

　
６
～
　
日
　
図
書
館
ま
つ
り

２７

　
８
日
　
第
　
回
学
童
野
球
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ

１０

　
　
　
バ
ル

　
８
日
　
第
　
回
富
良
野
民
謡
発
表
会

３５

　
　
日
　
富
良
野
市
総
合
防
災
訓
練

１０
　
　
日
　
新
庁
舎
建
設
「
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

１１
　
　
日
　
ふ
ら
の
樹
海
野
菜
工
房
「
し
ず
く
」
収
穫
祭

１２
　
　
日
　
市
民
植
樹
会

２０
　
　
日
　
へ
そ
踊
り
保
存
会
　
周
年
記
念
式
典

２３

４０

　
　
日
　
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
開
催
（
第
２
回
）

２３
　
　
日
　
扇
山
小
学
校
開
校
１
２
０
周
年
記
念
式

２４
　
　
　
典
・
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
日
　
五
条
商
店
街
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

２７
　
　
・
　
日
　
富
良
野
塾
Ｏ
Ｂ
ユ
ニ
ッ
ト
公
演
「
み

２７

２８

　
  　
　
　
ず
の
か
け
ら
」
上
演

　
　
日
　
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ギ
フ
ト
シ
ョ
ー

２８
　
月
１１　
２
～
４
日
　
第
　
回
市
民
総
合
文
化
祭

５３

　
３
日
　
富
良
野
市
功
労
者
表
彰
式

　
４
日
　
ハ
イ
ラ
ン
ド
ふ
ら
の
感
謝
デ
ー

　
　
日
　
友
好
都
市
提
携
　
周
年
記
念
式
典
（
西
脇
市
）

１１

４０

　
　
日
　
新
酒
富
良
野
を
楽
し
む
会

１３
　
　
日
　
こ
と
ぶ
き
大
学
主
張
・
実
践
発
表
交
流
会

１４
　
　
日
　
青
少
年
表
彰
式

２３
　
　
日
　
旭
川
十
勝
道
路
「
富
良
野
道
路
」（
北
の

２４
　
　
　
峰
Ｉ
Ｃ
～
布
部
Ｉ
Ｃ
）
開
通
記
念
式
典

　
　
日
　
麓
郷
芸
術
祭
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

２５
　
　
日
　
連
合
町
内
会
長
会
議
開
催
（
第
２
回
）

２６
　
　
日
　
新
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
開
催
（
第
３
回
）

２６
　
　
日
　
第
　
回
子
ど
も
未
来
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

２８

１２

　
月
１２　
１
日
　
プ
レ
ミ
ア
ム
つ
き
商
品
券
販
売

　
１
日
　
北
都
プ
ロ
レ
ス
　
や
ま
べ

in

　
３
日
　
山
部
中
学
校
に
ヒ
グ
マ
の
足
跡
発
見

　
９
日
　
第
９
回
市
民
水
泳
記
録
会

　
　
日
　
西
脇
子
午
線
マ
ラ
ソ
ン
に
選
手
派
遣

１０
　
　
日
　
ア
イ
ス
ワ
イ
ン
偐
f
做
ル
ー
ジ
ュ
発
売

１０

１
月

　
７
日
　
富
良
野
消
防
出
初
式

　
７
日
　
成
人
式

　
９
日
　
新
年
交
礼
会

　
　
日
　
ア
イ
ス
ワ
イ
ン
収
穫

１４
　
　
日
　
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１４
　
　
・
　
日
　
第
　
回
ふ
ら
の
ス
キ
ー
祭
り

２７

２８

５３

２
月

　
２
日
　
メ
イ
ド
イ
ン
フ
ラ
ノ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ

　
　
　
ミ
ナ
ー

　
９
日
　
第
　
回
北
海
道
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
　

６４

　
　
　
　「
広
報
ふ
ら
の
」
が
入
選

　
　
・
　
日
　
第
　
回
や
ま
べ
ゆ
き
ん
こ
ま
つ
り

１０

１１

３１

　
　
日
　
第
　
回
麓
郷
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

１１

４６

　
　
　
ー
大
会

　
　
日
　
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

１７
　
　
日
　
渡
部
由
梨
恵
さ
ん
（
山
部
出
身
）
が
平
昌

１９
　
　
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

　
　
日
　
鉄
道
貨
物
輸
送
に
関
す
る
講
演
会

２０
　
　
日
　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
「
芸
能
と
文

２３
　
　
　
化
の
集
い
」

　
　
日
　
富
良
野
 彌
  榮
 太
鼓
少
年
部
　
周
年
記
念

い
や
 
さ
か

２４

３０

　
　
　
演
奏
会

３
月

　
６
日
　
富
良
野
看
護
専
門
学
校
第
　
期
生
卒
業
式

２２

　
９
日
　
布
礼
別
川
な
ど
が
越
水
し
、
南
扇
山
に
避

　
　
　
難
勧
告

　
　
日
　
婚
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー

１０
　
　
日
　
こ
ど
ぶ
き
大
学
卒
業
式

１６
　
　
日
　
扇
山
橋
完
成
記
念
渡
り
初
め
式

２０
　
　
日
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
黄
色
い
帽
子
贈
呈
式

２３
　
　
日
　
市
内
郵
便
局
と
の
包
括
的
連
携
協
定
締
結

２８
４
月

　
１
日
　
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
が
富
良
野
ヤ
ク
ル
ト
セ
ン
タ
ー
２
階
へ
移
転

　
４
日
　
こ
と
ぶ
き
大
学
入
学
式



442019 -1　2019 -1　FuranoFurano

農
業
の
働
き
方
改
革

44

あ
ら
ゆ
る
産
業
で
厳
し
さ
を
増
す
人
手
不
足
。
ま
さ
に
〝
待
っ
た
な
し″
の
状
況
の
中
、

昨
年
度
か
ら
試
行
し
て
い
る
「
子
育
て
応
援
フ
ァ
ー
ム
」
の
取
り
組
み
の
試
行
状
況
や
、

今
年
度
初
め
て
実
施
し
た
「
55
歳
以
上
限
定
農
作
業
体
験
会
」
な
ど
、
市
で
取
り
組

む
労
働
力
確
保
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

笑
農
林
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
９

農家パート体験会開催　子育てママ29人が就労

同じ境遇の子育てママがいて

　気兼ねなく休めるとの声も

子育て世代の女性を対象とした農作業

体験会などを行う「子育て応援ファーム」

は、昨年度から実証実験事業として開始

し、この取り組みをきっかけに就労した

方が 29 人となりました（H29 は 13 人、

H30 は 16 人）。

農作業体験会をきっかけとして就労し

た方々に聞取り調査（サンプル 15 人）

を実施したところ、体調面・職場環境に

ついての設問に対し、14 人が「充実し

ていて長く続けられそう」、１人が「今

のところ問題ない」と回答しています。

また、改善点についての設問に対しては、

12人が「特になし」、３人が「季節雇用」

と回答しています。その他意見では、「同

じ境遇の子育てママがいて気兼ねなく休

める」、「冬道はこわいので季節雇用でち

ょうど良い」という回答があった一方、

「天候や作物の生育状況によってお休み

になることもあり、どうしても不安定な

雇用になる」、「来年も働かせてもらえる

のか不安」、という不満の声も聞かれま

した。おおむね働き方に満足している様

子ですが、「通年雇用」や「コミュニケ

ーション」に課題があることが分かりま

した。

以上のことから課題はあるものの、体

験会をきっかけとした手法は有効であ

り、今後も継続した取り組みができない

か、運営体制などを検討していきます。
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健康増進や社会貢献のため、短時間でも働く意欲のあ

るシニア世代と、働き手不足の農家の需要と一致するか

調査するため、今年度初めて「55 歳以上限定農作業体

験会（７月４日開催）」を実施しました。男性２人、女

性１人が参加し、メロンの摘果作業やミニトマトの収穫

作業を体験。すでに働いている従業員を交えての意見交

換も行いました。

秋に開催したフラノファーマーズギフトショー（10

月 28 日開催）では、「富良野圏域に住む 55 歳以上限定

アンケート（サンプル 49 人）」を実施しました。農業が

就業の選択肢として考えられるかの設問に対し、「働き

たい」もしくは「興味がある」が 54％と半数を超える

結果となりました。また、どのような時間帯で働きたい

かの設問に対しては、「午前」が 67％、「早朝」が 17％、

どのような条件が整えば就業先として考えられるかの設

問に対しては、「体力的な心配」が 45％と一番多く、次

いで「作業が大変そう」が 24％という結果となりました。

興味はあるものの、「作業が大変そう」というイメー

ジが先行しており、就労に結びついていない現状が分か

りました。「子育て応援ファーム」の取り組み同様、体

験会の実施や PR 活動による「イメージの改善」が必要

と考えています。

55

60歳からのお仕事に

アンケート調査では

　農業に興味のある人は 54％

　体力的に心配がある人は 45％

11 月 15 日（木）には、次世代の富良野農業について

考える「ふらの未来農業 EXPO2018」を富良野文化会館

で開催。深刻化する人手不足に対応するため、課題を共

有するフォーラムや、メーカー各社による省力化技術の

展示会などを行いました。フォーラムでは、専門家によ

る基調講演や他地域・先進農家の取り組みを紹介。「使

い勝手の良い労働力はもういないということ」、「有数の

野菜産地を維持していくためには、外国人材など、多様

な人材を受け入れていく必要があるということ」、「労働

力の奪い合いの状況下では、農業が働く選択肢となるよ

う、農家側は働く人の視点にたった就労環境整備が必要

であること」などの課題を共有しました。

労働力をテーマにフォーラム

農業が働く選択肢となるよう

　　働く人の視点にたった

　　　　就労環境整備が必要

▲新篠津村（有）大塚ファームを視察。副社長の大塚早
苗さんから雇用環境の整備状況の話を伺いました。

第３次富良野市農業及び
農村基本計画の策定に向けて

議論の中心は

　労働力支援対策

現在、第３次富良野市農業及び農村基本計画の策定に

向けて、市内生産者や有識者で構成される富良野市農政

審議会を開催しています。その中でも議論の中心となっ

ているのは、「労働力問題」。11 月には、他地域・先進

農家の取り組みを視察し、多様な人材を雇用する上での

環境整備や、雇用促進のための取り組み・仕組み作りに

ついて学ぶなど、議論を進めています。
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い
つ
か
は
結
婚
し
た
い
け
ど
婚
活
は
ま
だ
早
い
？

～
 最
近
の
婚
活
情
報
 ～

鰹問 
出
会
い
総
合
サ
ポ
ー
ト
室
　
拶
２
２
‐
２
０
０
１

　
平
成
　
年
度
に
新
設
し
た
出
会

２８

い
総
合
サ
ポ
ー
ト
室
（
以
下
「
サ

ポ
ー
ト
室
」
と
い
う
）。「
結
婚
を
し

た
い
と
思
う
人
」
の
出
会
い
支
援
を

始
め
て
早
３
年
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
「
登
録
・
紹
介
制
度

の
実
施
」
「
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募

集
と
養
成
」
「
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
」
を
柱
に
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
以
前
、
サ
ポ
ー
ト
室
が

開
催
し
た
「
婚
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」

で
、
「
目
か
ら
鱗
」
の
婚
活
情
報
を

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
な
ぜ
婚
活
支
援
が
必
要
？

　
長
年
、
夫
婦
一
組
の
子
ど
も
の
数

は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、

出
生
率
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
未
婚
率
は
上
が
り
続
け
て
い
る

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、

夫
婦
の
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
、

出
生
率
低
下
の
一
因
と
い
う
こ
と

で
す
。

◆
９
割
「
い
つ
か
は
結
婚
し
た
い
」

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
の
調
査
に
よ
る
と
、
未
婚
者
（
　１８

歳
～
　
歳
）
の
ほ
ぼ
９
割
は
「
い
ず

３４

れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
同
じ
調
査
で
、
未
婚
者

（
　
歳
～
　
歳
）
が
独
身
で
い
る
理

２５

３４

由
の
第
１
位
は
「
適
当
な
相
手
に
巡

り
会
わ
な
い
」
で
す
。

◆
　
代
…
結
婚
は
ま
だ
早
い
？

３０
　
今
の
時
代
「
　
代
」
と
聞
く
と

３０

「
ま
だ
若
い
」「
結
婚
を
考
え
る
に
は

早
い
」
と
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
代
後
半
の
未
婚
者
が
　
代
前

３０

４０

半
ま
で
に
結
婚
で
き
る
確
率
は
、
年

間
で
約
３
％
だ
そ
う
で
す
（
国
勢
調

査
か
ら
算
出
）。
そ
の
後
は
、
さ
ら

に
確
率
が
下
が
り
ま
す
。

◆
婚
活
？
 自
分
に
は
関
係
な
い
？

　
「
結
婚
を
し
た
い
と
思
う
人
」
の

数
に
「
実
際
に
結
婚
を
す
る
人
」
の

数
を
、
で
き
る
だ
け
近
づ
け
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
「
忙
し
く
て
婚

活
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
「
婚
活
イ
ベ

ン
ト
な
ん
て
恥
ず
か
し
い
」
と
思
っ

て
い
る
未
婚
者
が
、
婚
活
し
や
す
い

環
境
を
、
み
ん
な
で
作
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
「
結
婚
ぐ
ら
い
自

分
の
努
力
で
な
ん
と
か
し
ろ
」
「
婚

活
？
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
っ

て
い
る
既
婚
者
も
、
で
き
る
だ
け
婚

活
を
応
援
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

◆
あ
な
た
も
で
き
る
出
会
い
支
援

　
「
婚
活
」
と
い
う
文
字
を
見
た
だ

け
で
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
や

り
過
ご
す
こ
と
な
く
、
少
し
で
も
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

　
「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
み
た
い

だ
よ
」
な
ど
、
話
題
に
し
て
い
た
だ

く
だ
け
で
も
い
い
で
す
。
婚
活
を
支

援
す
る
雰
囲
気
づ
く
り
も
大
き
な

取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

今年度開催したイベント
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サポート室では

こんなことをやっています

 富良野市出会い総合サポート室 検検索索

〈らぶ縁だぁ〉

　結婚相談所のような機能として、サポート室新設当初

から取り組んでいる、出会いの登録・紹介制度「らぶ縁

だぁ（愛称）」は、現在、女性６人男性１０人の登録をい

ただいており、これまでに３組がお見合いをしています。

　今のところ、この制度の登録者同士が、結婚に至った

実績はありません。「登録に手間がかかる」「登録に行く

のが恥ずかしい」などの意見があり、課題もありますが、

明確に「結婚をしたい」者同士の出会いの場なので、条

件さえ合えば最も結果を得やすい制度でもあります。

〈出会いサポーター〉

　イベントなどのお手伝いや、婚活などの相談相手、独身者の情

報提供などをお願いしているボランティアさんのことを「出会い

サポーター」と呼んで、登録を呼びかけています。

　現在、３０代から７０代まで男女１５人の登録をいただいており、サ

ポート室の協力者、理解者として活躍中です。

〈出会いイベントなど〉

　今年は、日帰りの出会いイベントを３つ企

画し、２つを終了しています。「●●de恋活」

と称して「キャンプ飯」と「登山」を終了、

現在は「カーリングde恋活」の参加者を募集

しています。

　また６月から、「ＳＰふらの」と称した独

身者のコミュニティーサークルを立ち上げ、

年間を通して交流を深めています。

継続募集しています！

無理なく楽しく交流中！

注）「結婚・出産」を前提とした価値観を押し付けるもの
ではありません。晩婚を否定するものでもありません。

結婚・出産を想定した場合の

「人生の設計図」一例
３５歳　結婚
３８歳・４０歳　出産
６０歳　定年退職
６２歳　子どもたちが大学卒業
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  平
成
　
年
度
富
良
野
市
い
じ
め
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
（
ゼ
ロ
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル

３０

　
繋
い
じ
め
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
部
門

　
《
最
優
秀
賞
》

　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
 君
の
み
か
た
に
 お
れ
は
な
る
　
石
田
  優
  輝
 さ
ん
（
小
６
）

ゆ
う
 
が

　
僕
は
し
な
い
 さ
れ
て
嫌
な
こ
と
 絶
対
に
　
　
　
　
三
上
  愼
  翔
 さ
ん
（
中
２
）

ま
な
 
と

　
《
優
秀
賞
》　

　
あ
そ
ぼ
う
よ
 ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
 な
か
ま
だ
よ
　
 幕
  田
  

ま
く
 
だ

 華
  菜
 さ
ん
（
小
１
）

か
 

な

　
い
じ
め
せ
ず
 す
な
お
な
気
も
ち
 つ
た
え
合
お
う
　
國
分
  颯
  真
 さ
ん
（
小
２
）

そ
う
 
ま

　
ひ
と
こ
と
で
 あ
い
て
は
き
ず
つ
き
 な
い
て
い
る
　
千
葉
 渚
さ
ん
（
小
３
）

　
い
じ
め
す
る
 き
み
の
こ
こ
ろ
が
 な
い
て
る
よ
　
　
 長
  利
  

な
が
 
り

 悠
  仁
 さ
ん
（
小
４
）

ゆ
う
 じ
ん

　
「
や
め
よ
う
よ
」 
勇
気
の
一
言
 言
っ
て
こ
う
！
　
　

中
島
  利
  駈
  人
 さ
ん
（
小
５
）

り
 
く
 
と

　
思
い
や
り
 君
の
優
し
さ
 友
救
う
　
　
　
　
　
　
　
 今
  多
  

い
ま
 
た

 思
  温
 さ
ん
（
中
１
）

し
 
お
ん

　
や
め
よ
う
よ
 そ
の
ひ
と
こ
と
で
 す
く
わ
れ
る
　
　
 天
  山
  

て
ん
 や
ま

 大
  地
 さ
ん
（
中
３
）

だ
い
 
ち

　
《
奨
励
賞
》　

　
ひ
と
り
な
ら
 や
さ
し
く
さ
そ
お
う
 じ
ぶ
ん
か
ら
　
益
田
  可
  絵
 さ
ん
（
小
１
）

か
 
え

　
思
い
や
り
 み
ん
な
の
気
も
ち
 わ
か
り
あ
い
　
　
　
三
井
  郁
  和
 さ
ん
（
小
２
）

い
く
 
と

　
い
じ
め
な
し
 な
か
よ
く
し
よ
う
 だ
れ
と
で
も
　
　
山
口
  莉
  央
 さ
ん
（
小
３
）

り
 

お

　
い
じ
め
０
（
ゼ
ロ
）
！
 悪
口
、
ぼ
う
力
 ゆ
る
さ
れ
な
い
　
高
田
  怜
 さ
ん
（
小
４
）

れ
い

　
見
て
る
だ
け
 そ
ん
な
あ
な
た
も
 共
犯
者
　
　
　
　
石
黒
  幹
  太
 さ
ん
（
小
５
）

か
ん
 
た

　
心
な
い
 言
葉
が
相
手
を
 傷
つ
け
る
　
　
　
　
　
　
片
山
  鮎
  夢
 さ
ん
（
小
６
）

あ
ゆ
 
む

　
い
じ
め
０
（
ゼ
ロ
） 
無
視
し
て
る
の
も
 い
じ
め
と
同
じ
　
中
村
  瑠
  愛
 さ
ん
（
中
１
）

る
 

あ

　
助
け
よ
う
 一
人
ぼ
っ
ち
の
 そ
の
背
中
　
　
　
　
　
山
田
  海
  咲
  希
 さ
ん
（
中
２
）

み
 
さ
 
き

　
思
い
や
り
 そ
れ
が
相
手
を
 救
う
鍵
　
　
　
　
　
　
野
村
 千
尋
さ
ん
（
中
３
）

　
罫
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
部
門

　
《
最
優
秀
賞
》

　
行
き
ち
が
い
 な
く
す
た
め
に
は
 は
な
す
こ
と
　
　
渡
邊
  諒
 さ
ん
（
小
４
）

り
ょ
う

　
消
え
な
い
よ
 心
の
傷
と
 そ
の
デ
ー
タ
　
　
　
　
　
置
田
  遥
  兜
 さ
ん
（
中
１
）

は
る
 
と

　
《
優
秀
賞
》　

　
悪
口
は
 １
人
が
送
る
と
 連
鎖
す
る
　
　
　
　
　
　
澤
田
  依
  央
  莉
 さ
ん
（
小
５
）

い
 

お
 
り

　
気
を
付
け
て
 あ
な
た
の
言
葉
 か
く
に
ん
を
　
　
　
鎌
田
  康
  誠
 さ
ん
（
小
６
）

こ
う
 せ
い

　
ネ
ッ
ト
で
の
 ク
リ
ッ
ク
１
つ
で
 ト
ラ
ブ
ル
に
　
　
丸
山
 千
恵
さ
ん
（
中
２
）

　
と
う
こ
う
消
除
 後
悔
し
て
も
 間
に
合
わ
な
い
　
　
 鷹
嘴
  

た
か
の
は
し

 亨
  仁
 さ
ん
（
中
３
）

な
お
 ひ
と

　
《
奨
励
賞
》　

　
ネ
ッ
ト
で
は
 相
手
の
気
持
ち
 考
え
て
　
　
　
　
　
 新
  倉
  沙
奈
さ
ん
（
小
４
）

に
い
 く
ら

　
き
づ
い
て
よ
 送
る
前
に
ね
 考
え
て
　
　
　
　
　
　
鈴
木
  初
  音
 さ
ん
（
小
５
）

は
つ
 
ね

　
考
え
て
 送
っ
て
い
い
こ
と
 わ
る
い
こ
と
　
　
　
　
黒
﨑
  堅
  太
  郎
 さ
ん
（
小
６
）

け
ん
 
た
 
ろ
う

　
信
じ
る
な
 顔
の
見
え
な
い
 友
達
を
　
　
　
　
　
　
 友
  定
  

と
も
 さ
だ

 樹
  韻
 さ
ん
（
中
１
）

じ
ゅ
 
ね

　
大
丈
夫
？
 あ
な
た
の
書
き
こ
み
 み
ら
れ
て
る
　
　
田
中
 翔
太
さ
ん
（
中
２
）

　
書
き
込
む
と
 二
度
と
消
え
な
い
 そ
の
情
報
　
　
　
 門
  田
  

か
ど
 
た

 哲
 さ
ん
（
中
３
）

て
つ

北
海
道
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
が
実

　
北
海
道
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
が
実
施施

し
た
「
い
じ
め
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
根
絶
！
メ

し
た
「
い
じ
め
・
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
根
絶
！
メ
ッッ

セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
小
中
学
生
が
取
り
組
み

セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
小
中
学
生
が
取
り
組
み
、、

上
川
管
内
で
次
の
と
お
り
入
選
し
ま
し
た
。
ま
た

上
川
管
内
で
次
の
と
お
り
入
選
し
ま
し
た
。
ま
た
、、

市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
「
富
良
野
市
い
じ

市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
「
富
良
野
市
い
じ
めめ

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
メ
ッ
セ
ー

Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
メ
ッ
セ
ー
ジジ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
、、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
のの
作
品
が
入
賞
し
ま
し

作
品
が
入
賞
し
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま

た
の
で
紹
介
し
ま
すす
。。

ＺＥＲＯ
いい
じじ
めめ
ゼゼ
ロロ
コ
ン
ク
ー

コ
ン
ク
ー
ルル

鰹問 
学
校
教
育
課
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

いじめ・ネットトラブル根絶！メッセージコンクール（上川いじめ・ネットトラブル根絶！メッセージコンクール（上川管管内）内）

木下  日  向 さん（小６）
ひな た

 今年の目標 

中学校では吹奏楽部
に入り、楽器の演奏
をがんばりたい。

考
え
て
 相
手
の
気
持
ち
 書
く
言
葉

気
を
付
け
て
 ネ
ッ
ト
の
中
に
 潜
む
闇

お
す
前
に
 考
え
て
み
て
 「
い
い
ね
」
の
意
味

本
当
に
 送
っ
て
い
い
の
 そ
の
言
葉

い
じ
め
だ
め
 こ
こ
ろ
に
や
さ
し
さ
 あ
た
た
か
さ

見
て
る
だ
け
 そ
れ
で
は
誰
も
 救
え
な
い

石川  愛  衣  未 さん（小６）
あ い み

 今年の目標 

来年は中学生なので、
しっかりと勉強をが
んばります。

松下  絢  葉 さん（小６）
いろ は

 今年の目標 

中学校では、勉強も部
活もがんばります。

 篠  嶋  
しの じま

 彩  蓮 さん（中３）
いろ は

 今年の目標 

志望校に合格し、勉強
と部活の両立を頑張
りたい。

田代 あかりさん（中１）

 今年の目標 

勉強と部活動の両方を
できるようにしたい。

戸田  晃  貴 さん（小１）
こう き

 今年の目標 

スキーのれんしゅう
をがんばります！

祝

いじめの根絶部門 いじめの根絶部門ネットトラブルの根絶部門

ネットトラブルの根絶部門 ネットトラブルの根絶部門 ネットトラブルの根絶部門

受
賞
者
・
受

受
賞
者
・
受
賞賞
作
品
紹

作
品
紹
介介

奨励 奨励賞賞奨励 奨励賞賞

奨励 奨励賞賞奨励 奨励賞賞 奨励 奨励賞賞

最優秀   最優秀賞賞
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◆
尊
敬
で
き
る
人
々
に
恵
ま
れ
た

新
し
い
職
場

　
高
校
卒
業
以
来
、　

年
ぶ
り
に
新
し

１２

い
家
族
と
一
緒
に
富
良
野
へ
戻
っ
て
き

た
北
村
幸
大
さ
ん
は
、
平
成
　
年
２
月

３０

か
ら
㈱
ノ
ザ
ワ
で
、
全
国
の
農
業
を
支

え
る
肥
料
の
製
造
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

前
職
は
製
鉄
工
場
勤
務
。
機
械
の
扱
い

は
も
ち
ろ
ん
、
肥
料
と
な
る
原
料
の
配

合
、
袋
詰
め
し
た
商
品
を
運
ぶ
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
の
操
作
な
ど
初
め
て
の
経
験

ば
か
り
で
す
。
そ
れ
で
も
北
村
さ
ん
は

肥
料
造
り
は
面
白
い
と
話
し
ま
す
。

　
「
作
業
手
順
ど
お
り
に
造
っ
て
い
て

も
、
製
造
す
る
量
が
多
い
と
状
況
は
変

わ
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
製
造
で
き
た

り
、
ま
っ
た
く
う
ま
く
い
か
ず
、
時
間

が
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

僕
と
ペ
ア
を
組
ん
で
い
る
先
輩
は
、
作

業
に
要
す
る
時
間
が
短
く
、
機
械
の
操

作
ス
キ
ル
も
高
い
。
そ
れ
に
会
社
の
こ

と
も
熟
知
し
て
い
て
尊
敬
し
て
い
ま

す
」。
仕
事
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
、
的

確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
先
輩
社
員

に
助
け
ら
れ
、
す
ぐ
仕
事
に
慣
れ
る
こ

と
が
で
き
た
そ
う
。
そ
ん
な
先
輩
の
よ

う
に
な
る
こ
と
が
北
村
さ
ん
の
目
標
で

す
。

◆
子
ど
も
の
成
長
を
第
一
に
考
え

て
帰
郷

　
富
良
野
で
過
ご
し
た
学
生
時
代
か
ら

都
会
に
憧
れ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
高
校
卒
業
と
同
時
に
神
奈
川
県
川

崎
市
内
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
熊

本
県
出
身
の
妻
・
真
穂
さ
ん
と
出
会
い
、

結
婚
。
悠
く
ん
を
授
か
り
ま
し
た
。
幼

稚
園
を
考
え
る
年
齢
に
な
り
川
崎
市
で

入
園
先
を
調
べ
る
と
、
な
ん
と
１
学
年

１
０
０
人
以
上
！
も
っ
と
伸
び
伸
び
と

子
育
て
で
き
る
環
境
が
必
要
だ
と
感
じ
、

富
良
野
へ
戻
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

真
穂
さ
ん
と
一
緒
に
富
良
野
へ
帰
省
し

「
い
つ
か
は
地
元
に
戻
り
た
い
」
と
思
い

を
打
ち
明
け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
真
穂
さ
ん
は
「
大

丈
夫
」
と
承
知
し
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
市
内
在
住
の
方
か

ら
求
人
情
報
を
収
集
、
希
望
す
る
求
人

が
見
つ
か
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
今
の
職
場

へ
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
工
場
勤
務
は
２
交
代
制
で
家
族
と
の

時
間
を
取
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
が
、

食
事
の
時
間
に
た
く
さ
ん
話
を
し
た
り
、

休
日
は
子
ど
も
と
思
う
存
分
遊
ん
だ
り
、

伸
び
伸
び
と
子
育
て
が

   で
き
る
環
境
が
富
良
野

北海道富良野緑峰高等学校電気シ
ステム科卒業後、神奈川県川崎市内
の企業に就職。船や車、機械の原料
を作る製鉄工場で１２年間働き、
平成３０年２月に富良野市内にある
今の就職先へ転職。農業用肥料の製
造という新たな業務を、安全第一を
心掛けて日々取り組んでいます。

ＰＲＯＦＩＬＥ

平成３０年２月に引っ越してきた北村さん一家。
今年は息子の 悠 くんと一緒に思う存分雪遊びを楽しむそうです。

はる

農作業が始まる春に向けて冬が工場の
繁忙期。材料の配合から製造、倉庫へ
の運搬まで一連の作業をこなします。

市内のしごと情報や求人情報を発信し、富良野企業の魅力を
PRしている「フラノ・ジョブ・スタイル」との連係企画。
今月号では、子育てのためＵターン就職し、家族との充実し
た時間、自分たちらしい毎日を過ごす家族を紹介します。

株式会社ノザワ
フラノ事業所

北村  幸  大 さん
こう だい

（３１歳）

時
に
は
温
泉
や
実
家
に
行
く
な
ど
、
で

き
る
限
り
家
族
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
か
ら
は
子
ど
も
と
散

歩
し
た
り
、
外
で
遊
ん
だ
り
自
然
い
っ

ぱ
い
の
富
良
野
で
の
ん
び
り
過
ご
し
て

い
ま
す
。
幼
稚
園
は
１
ク
ラ
ス
　
人
ほ

１５

ど
で
、
子
ど
も
も
伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
が
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
家
族
の
幸
せ

な
姿
を
う
れ
し
そ
う
に
語
り
ま
し
た
。

富良野市内の求人情報は、こちら（QRコード）
から検索。あなたにぴったりの働き方を見つけ
ませんか？

フラノ・ジョブ・スタイル連係企画（下）
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本
年
度
２
回
目
の
連
合
町
内
会
長
会
議
を
　
月
　
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

１１

２６

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
除
雪
、
地
域
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
多
く
の
貴
重
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　

鰹問 
市
民
協
働
課
　
拶
３
９
‐
２
３
１
１

｜

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
つ
い
て

　
地
域
の
助
け
合
い
、
地
域
の
支
え
合
い
、

介
護
予
防
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
の
概
要
を
説
明

し
、
未
実
施
地
域
に
対
し
て
サ
ロ
ン
の
立
ち

上
げ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

【
意
見
】

　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職

な
ど
の
派
遣
を
希
望
す
る
場
合
、
依
頼
し
た

ら
す
ぐ
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
の
か
。
ま
た
、

費
用
は
か
か
る
の
か
。

【
市
】

　
１
カ
月
前
の
予
約
を
お
願
い
し
た
い
。
費

用
は
市
が
全
額
負
担
す
る
の
で
、
地
域
の
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

｜

除
雪
に
ご
協
力
を

　
冬
期
間
の
安
全
・
安
心
な
道
路
交
通
を

確
保
す
る
た
め
、
市
道
の
除
雪
基
準
や
時

間
帯
、
排
雪
時
期
な
ど
を
説
明
し
、
円
滑

な
除
排
雪
作
業
に
向
け
て
、
地
域
の
協
力

げ
て
い
く
の
で
何
と
か
し
て
ほ
し
い
。

【
市
】　

　
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
不
足
し
、
シ
ー
ズ
ン
初

め
は
不
慣
れ
な
た
め
、
作
業
に
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
う
。
歩
道
も
連
携
す
る
よ
う
業

者
に
依
頼
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か
上
手
く

い
っ
て
い
な
い
。
努
力
は
し
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

【
意
見
】

　
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て
同
じ
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
同
じ
地
域
を
や
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
最
初
に
除
雪
す
る
際
に
、
U
字
溝
が
低

く
な
り
段
差
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
で
段

差
を
解
消
し
て
い
る
が
、
除
雪
車
に
壊
さ
れ

て
し
ま
う
。
　
な
る
べ
く
地
域
の
状
況
を
把

握
し
て
除
雪
し
て
ほ
し
い
。

【
市
】　

　
業
者
に
は
シ
ー
ズ
ン
前
に
確
認
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
が
、
途
中
で
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
離
職
す
る
な
ど
、
な
か
な
か
上
手
く

い
っ
て
い
な
い
。
努
力
は
し
て
い
る
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

｜

地
域
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て

【
意
見
】

　
簡
易
舗
装
の
穴
が
目
立
つ
の
で
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
補
修
を
お
願
い
し
た
い
。

【
市
】　

　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
補
修
し
て
い
る
が
、

す
べ
て
の
路
線
の
状
況
を
把
握
し
き
れ
な

い
の
で
、
補
修
が
必
要
な
箇
所
が
あ
れ
ば
、

都
市
施
設
課
（
拶
３
９
‐
２
３
１
３
）
に
連

絡
し
て
ほ
し
い
。

【
意
見
】

　
高
規
格
道
路
が
開
通
し
た
が
、
そ
の
周
辺

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

【
意
見
】

　
交
差
点
に
除
雪
し
た
雪
が
置
か
れ
、
通
行

の
際
に
危
険
で
あ
る
。
排
雪
方
法
の
工
夫
や

予
算
を
付
け
て
安
全
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

【
市
】

　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
見
え
づ
ら
い
箇

所
は
カ
ッ
ト
排
雪
を
実
施
し
た
い
。

【
意
見
】

　
国
道
、
道
道
、
市
道
の
交
差
点
で
段
差
が

で
き
る
の
で
、
連
携
し
な
が
ら
段
差
処
理
を

し
て
ほ
し
い
。

【
市
】

　
国
、
道
と
話
を
し
て
い
る
が
、
ど
う
し
て

も
段
差
が
で
き
て
し
ま
う
。
大
き
な
段
差
が

あ
る
と
き
は
都
市
施
設
課
（
拶
３
９
‐
２
３

１
３
）
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
。

【
意
見
】

　
こ
こ
２
～
３
年
は
除
雪
す
る
時
間
帯
が

遅
い
感
じ
が
す
る
。
ま
た
、
地
域
で
排
雪
し

た
後
、
除
雪
車
が
来
て
歩
道
に
雪
を
積
み
上

は
ト
ラ
ク
タ
ー
が
通
る
道
路
が
あ
る
の
で

事
故
が
心
配
。
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
、

国
と
の
連
携
が
必
要
な
の
で
、
市
が
窓
口
と

し
て
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

【
市
】

　
要
望
は
市
を
通
し
て
い
た
だ
い
て
も
構

わ
な
い
の
で
、
何
か
あ
れ
ば
連
絡
を
い
た
だ

き
た
い
。

【
意
見
】

　
地
域
の
民
生
・
児
童
委
員
３
人
の
う
ち
１

人
が
欠
員
し
て
い
る
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で

も
基
幹
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
連
合
会

長
と
し
て
候
補
者
を
探
し
た
が
、
な
り
手
が

見
つ
か
ら
な
い
。
立
場
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

い
う
こ
と
で
待
遇
や
経
費
負
担
が
低
い
。
来

年
　
月
に
改
選
を
迎
え
る
の
で
、
こ
の
機
会

１２
に
、も
う
少
し
待
遇
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。

【
市
】

　
内
部
検
討
す
る
と
と
も
に
、
人
材
確
保
に

向
け
て
、
市
も
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

ふふ
れれ
ああ
いい
ササ
ロロ
ンン
でで

地地
域域
のの
助助
けけ
合合
いい
・・
支支
ええ
合合
いい

平
成
　
年
度
第
２
回
連
合
町
内
会
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

３０
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笑財政課　拶 39‐2306新庁舎建設事業News 3 新庁舎建設検討委員会の
検討状況をお知らせします

 

　

現在の庁舎は築49年、文化会館は築47年が経過し、

建物や設備の老朽化が進み、また、耐震性の不足など

の課題を抱え、大きな地震が発生すると建物が損壊す

るなどの恐れもあり、利用する市民や職員の安全性の確

保や、災害対応や復興にあたる行政機能に大きな影響

を与えることが懸念されます。

このことから、市では平成24年度から検討をはじめ、

基金を設置し必要な財源確保の準備も進めてきたとこ

ろ、平成28年の熊本地震の発生を機に、国が災害対応

にあたる庁舎の建替えを緊急に実施できるよう、平成

29年 4月に財政支援（市町村役場機能緊急保全事業。

平成32年度まで）を行うことになりました。

今、庁舎や文化会館を建替えるのは、いずれどこか

のタイミングで建替えなければならない状況を考え、多

くの課題を解決するために、この国の財政支援を活用し

て、市の財政負担を少なくするためです。この国の財政

支援の期限を過ぎると庁舎建替えに充てる有利な財源

がなくなるため、また、経済性の観点から同じく老朽化

する文化会館の複合化による早急な取り組みを進めて

います。

今後の人口減少社会を考え、災害に強いコンパクトで

機能的な庁舎や文化会館を再整備し、次の世代に負担

を先送りしないようにするため、市民のみなさんのご理

解をお願いします。

新庁舎建設 Q&A

市民のみなさんの

疑問にお答えします

第3回検討委員会を11月26日に開催し、庁舎と文化会館の現状

と課題を踏まえ、課題解決に向けた整備手法の比較検討を行いまし

た。この結果、全面建替え、合築が優位であることを確認しています。

また、新庁舎の位置は、現庁舎位置が望ましいことを確認しています。

第3回新庁舎建設検討委員会（11月26日開催）

大規模改修と全面建替えの比較

大規模改修 全面建替え

事業費 23億円＋仮庁舎費用 58億円（解体・外構費含む）

耐用年数 20年程度 65年以上

年あたり事業費
( 事業費 /耐用年数 )

1.2 億円／年 0.9 億円／年

機能評価
・仮庁舎などが必要　　
・地下機械室などの移設不可
・約20年後には再整備が必要

・防災拠点機能の確保、市民の利
便性、使いやすさを考慮した整
備が可能

（注）事業費は、他の実績などを参考に試算し、全面建替えの耐用年数は、建築工業標準仕様書にもとづきます。

単独建替えと合築の比較

単独建替え 合築

事業費率 100 90 ～92.5（約１割削減）

維持費率 100 70 ～80（約２~３割削減）

国の財政支援
①市町村役場機能緊急保全事業 ①市町村役場機能緊急保全事業

②集約化・複合化事業

機能評価
・市民利便性、窓口分散化はあまり変
わらない

・それぞれの施設に機械室などが必要

・新たな市民活動拠点の整備が可能
・機械室などの共用化、コンパクトな
施設が可能

（注）事業費や維持費は、庁舎と文化会館の単独建替えを合わせて100とした場合で、合築を比較しています。

整備手法の比較

庁舎と文化会館の整備手法と

しては、大規模改修や全面建替

え、合築が考えられることから、

再整備するにあたり比較を行い

ました。大規模改修では、事業

費のほかに仮庁舎などの費用（他

市試算では約10億円）が必要に

なることや、水害対策のために

地下機械室の移設などの基本的

な構造変更はできません。また、

合築の場合は、事業費や維持費

を圧縮でき、国の財政支援も「市

町村役場機能緊急保全事業」の

ほかに、「集約化・複合化事業」

が活用でき、財政負担の抑制が

図られます。

優位

優位

新庁舎の位置の検討

市庁舎にふさわしい建設候補地を選定するため、①市内

中心部、②現在と同程度敷地（17,117㎡）、③市有地の抽出

基準を設定し検討した結果、この抽出基準を満たし、また、

市民の認知度や他の公共施設との位置関係などを総合的に

評価し、現庁舎位置が適地であると選定しました。

なお、現庁舎位置を選定した場合、水害対策が必要とな

りますので、建物構造上で安全性の確保を図るよう考えて

います。
※水害対策として、建物のかさ上げや２階以上で防災拠
点機能が発揮できるよう安全性の確保を図ります。

現庁舎

位置

旧中央保
育所と隣
接駐車場

人材開発
センター
グランド

①市内中心部 ○ ○ △

②現在と同程度の敷地 ○ × ×

③市有地（必須要件） ○ ○ ○

考えられる課題など
水害対策 水害対策 市民利用や

民間貸付と
の調整

選定

 今、なぜ
 庁舎を建替えなけ
 ればならないの？　

新庁舎№3　3101　カラー.indd   11 2019/01/28   16:32:18
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阪
で
生
活
し
て
き
た
私
は
、
雪
の

あ
る
暮
ら
し
は
初
め
て
で
、
４
月

に
富
良
野
へ
引
っ
越
し
て
き
た
こ
ろ
に

も
、
ま
だ
少
し
雪
が
残
っ
て
い
ま
し
た

が
、
冬
に
雪
を
見
ら
れ
る
の
が
と
て
も

楽
し
み
で
し
た
。　

月
に
入
っ
て
か
ら

１１

は
天
気
予
報
を
見
て
、「
明
日
は
雪
が
降

る
か
な
？
積
も
る
か
な
？
」
と
ソ
ワ
ソ

ワ
し
、
雪
が
積
も
っ
た
真
っ
白
な
雪
景

色
に
、
と
て
も
感
動
し
て
い
ま
す
。
誰

も
歩
い
て
い
な
い
道
を
歩
い
て
自
分
の

足
跡
を
つ
け
て
み
た
り
、
雪
だ
る
ま
を

た
く
さ
ん
作
っ
て
み
た
り
、
今
年
始
め

た
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
練
習
に
行
っ
た
り

し
な
が
ら
、
自
分
な
り
に
雪
国
生
活
を

堪
能
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
面
で
は
、
家
の
前
の
雪
か
き
や

大

年
９
月
６
日
に
北
海
道
は
胆
振

東
部
地
震
に
見
舞
わ
れ
、
富
良
野

市
で
も
大
規
模
な
停
電
や
断
水
な
ど

が
発
生
し
、
不
安
な
時
間
を
過
ご
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
地
域
の
文
化
や
自
然
史
資
料
を
保

管
す
る
博
物
館
に
も
災
害
は
襲
っ
て

き
ま
す
。
今
回
、
当
館
で
は
目
に
見
え

る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地

域
に
よ
っ
て
は
博
物
館
も
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
北
海
道
博
物
館
協
会
は
、
今
回
の
地

震
に
際
し
、
道
内
の
博
物
館
の
被
害
状

況
を
確
認
し
公
開
し
て
い
ま
す
（
同
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。
そ
れ
に

よ
る
と
、
胆
振
地
方
や
石
狩
地
方
な
ど

で
復
元
土
器
な
ど
の
展
示
物
が
落
下

や
転
倒
に
よ
り
破
損
し
、
建
物
も
内
壁

に
亀
裂
が
入
る
な
ど
の
被
害
が
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
停
電
の
影
響
は
全
道
に
及
ん
だ
た

め
、
地
震
直
後
は
休
館
し
た
博
物
館
が

多
数
あ
り
、
標
本
用
に
冷
凍
保
存
し
て

FM
URANO

USEUM

鰹問 博物館（生涯学習センター内）
拶４２‐２４０７

フラノ ミュージアム京

博物館だより

い
た
野
生
動
物
死
体
の
廃
棄
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
館
も
あ
り
ま
し
た
。
自
然

史
記
録
の
要
と
な
る
生
物
標
本
の
素

材
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
、
博
物
館
活
動

に
と
っ
て
は
大
き
な
損
失
で
す
。

　
被
災
対
応
可
能
な
学
芸
員
が
い
な

い
館
は
、
よ
り
大
き
な
問
題
に
直
面
し

ま
す
。
安
平
町
の
 早
  来
 郷
土
資
料
館
で

は
や
 き
た

は
多
数
の
民
具
・
考
古
資
料
が
被
災
し

ま
し
た
が
、
散
乱
し
た
土
器
の
破
片
を

正
し
い
組
み
合
わ
せ
に
戻
す
な
ど
、
復

旧
に
必
要
な
知
識
を
持
っ
た
職
員
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
町
の
職

員
と
博
物
館
協
会
が
連
絡
を
取
り
合

い
、
当
館
学
芸
員
を
含
む
道
内
の
博
物

館
関
係
者
の
有
志
が
復
旧
に
あ
た
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

博
物
館
関
係
者
間
で
迅
速
に
情
報
を

共
有
し
、
被
害
の
少
な
い
地
域
や
必
要

な
復
旧
作
業
に
専
門
性
を
持
つ
学
芸

員
が
被
害
の
大
き
い
地
域
を
支
援
す

る
体
制
を
、
普
段
か
ら
整
え
て
お
く
こ

と
が
重
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
脈
々
と
続
い
て
き
た
人
々
の
営
み

の
記
録
や
自
然
環
境
保
全
に
不
可
欠

な
自
然
史
資
料
が
、
一
度
の
災
害
に

よ
っ
て
失
わ

れ
る
こ
と
が

な

い

よ

う
、

平
時
か
ら
備

え
を
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

水
道
の
水
落
と
し
、
雪
道
の
運
転
な
ど
、

す
べ
て
が
初
め
て
で
、
最
初
は
慣
れ
な

い
生
活
に
心
配
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

不
安
に
な
る
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
た
り
、
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
方
々
が
地
域
に
は
た
く
さ

ん
い
ま
す
。

　
雪
が
降
り
始
め
た
こ
ろ
は
「
雪
が

降
っ
た
け
ど
大
丈
夫
？
」
と
連
絡
を
く

れ
た
方
や
、「
家
で
困
っ
た
事
が
あ
っ
た

ら
何
で
も
言
っ
て
ね
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
る
方
、
玄
関
前
ま
で
機
械
で
除
雪

し
て
く
れ
る
地
域
の
方
な
ど
、
雪
国
な

ら
で
は
の
支
え
合
う
習
慣
や
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
優
し
さ
に
触
れ
、
と
て
も

心
強
く
、
安
心
し
て
初
め
て
の
冬
の
生

活
を
過
ご
し
て
い
け
そ
う
で
す
。

　
協
力
隊
の
活
動
と
し
て
は
、
冬
の
間

に
は
地
域
の
方
々
の
た
め
の
活
動
や
、

来
年
度
の
直
売
所
「
し
ず
く
」
を
よ
り

良
く
す
る
計
画
を
考
え
、
自
分
の
移
住

の
た
め
に
も
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

動
い
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨

東東　山山

財財木木晶 晶代代さんさん
ざいき あきざいき  あきよよ

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
瓜瓜

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
雲雲

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！
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ふらのワインの

  ひみつ
このコーナーでは、ふらのワインに関するさまざまな情報を提供していきます

　　今月のテーマは…

　  ふらのワインの商品紹介漁

ミ
ュ
ラ
ー
ト
ゥ
ル
ガ
ウ

　
平
成
　
年
産
の
ぶ
ど
う
で
新
酒
の

３０

次
に
ビ
ン
詰
め
さ
れ
る
ワ
イ
ン
が

「
ミ
ュ
ラ
ー
ト
ゥ
ル
ガ
ウ
」
で
す
。
使

用
し
て
い
る
品
種
は
、
ワ
イ
ン
の
名

前
と
同
じ
「
ミ
ュ
ラ
ー
ト
ゥ
ル
ガ
ウ
」

と
い
う
ぶ
ど
う
で
す
。
こ
の
ぶ
ど
う

は
、
ス
イ
ス
の
ト
ゥ
ル
ガ
ウ
州
出
身

の
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー
博
士
の
交

配
試
験
に
よ
っ
て
誕
生
し
ま
し
た
。

主
要
栽
培
地
ド
イ
ツ
で
は
2
番
目
に

収
量
の
多
い
白
ぶ
ど
う
で
す
。
富
良

野
で
は
昭
和
　
年
ご
ろ
か
ら
試
験
的

５０

に
栽
培
を
始
め
た
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ぶ
ど
う
は
、
冷
涼
な
気
候
の

方
が
品
種
特
有
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な

香
り
を
多
く
含
む
た
め
、
北
海
道
で

の
栽
培
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
富
良

野
で
の
栽
培
で
は
、
近
年
の
異
常
気

象
や
病
害
虫
の
影
響
で
安
定
し
た
収

量
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
の

ミ
ュ
ラ
ー
ト
ゥ
ル

ガ
ウ
は
、
こ
れ
ま
で

の
日
本
ワ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
で
、「
銀

賞
」「
銅
賞
」
な
ど

5
回
の
受
賞
歴
が

あ
り
、
プ
ロ
か
ら
も

評
価
さ
れ
て
い
る

※今年発売のミュラートゥルガウの
　ビンテージは２０１８年です。

た
め
、
今
後
も
栽
培
管
理
方
法
な
ど

を
研
究
し
な
が
ら
良
い
ぶ
ど
う
を
造

り
、
品
質
の
良
い
「
ミ
ュ
ラ
ー
ト
ゥ

ル
ガ
ウ
」
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
香
は
青
り
ん
ご
や
マ
ス
カ
ッ
ト
系

の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で
華
や
か
な
香
り

が
特
徴
で
、
味
わ
い
は
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
さ
わ
や
か
な
口
当
た
り
の
飲
み
や

す
い
タ
イ
プ
で
す
。

　
お
食
事
な
ど
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ

（
組
み
合
せ
）
は
、
み
ず
み
ず
し
い
春

の
野
菜
、
特
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

使
っ
た
料
理
と
相
性
が
良
く
、
前
菜

で
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
の
よ
う
な
や
や
甘

味
、
酸
味
が
あ
る
も
の
と
も
良
い
相

性
で
す
。
ま
た
、
夏
の
暑
い
日
に
は

よ
く
冷
や
し
て
飲
む
の
も
心
地
よ
い

飲
み
方
で
す
。

富
良
野
道

富
良
野
道
路路
（
北
の
峰
Ｉ
Ｃ
～
布
部
Ｉ
Ｃ
）
が
開

（
北
の
峰
Ｉ
Ｃ
～
布
部
Ｉ
Ｃ
）
が
開
通通

富
良
野
道
路
（
北
の
峰
Ｉ
Ｃ
～
布
部
Ｉ
Ｃ
）
が
開
通

 川
市
か
ら
占
冠
村
を
結
ぶ
地
域
高
規
格

 道
路
「
旭
川
十
勝
道
路
（
約
１
２
０

娃
）」
の
一
部
と
し
て
、
平
成
　
年
に
建
設

１８

着
工
さ
れ
た
「
富
良
野
道
路
（
８
・
３
娃
）」

が
、　

月
　
日
の
午
後
４
時
に
開
通
し
ま
し

１１

２４

た
。
こ
の
富
良
野
道
路
は
、
総
事
業
費
４
３

７
億
円
、
片
側
１
車
線
で
通
行
無
料
の
自
動

車
専
用
道
路
で
、
開
通
に
よ
り
次
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
開
通
で
期
待
さ
れ
る
効
果

繋
夏
季
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
発
生
す
る
富
良

　
野
市
街
地
の
交
通
混
雑
が
緩
和
さ
れ
、
富

　
良
野
圏
域
の
観
光
周
遊
性
の
向
上

罫
新
千
歳
空
港
か
ら
富
良
野
圏
域
へ
来
訪

　
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
観
光
客
）

　
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

茎
市
内
の
主
要
産
品
で
あ
る
野
菜
な
ど
の

　
確
実
な
輸
送
な
ど

 通
日
に
は
、道
路
の
完
成
を
記
念
し
て
、

 市
民
な
ど
１
８
４
人
が
北
 の
峰
ト
ン

ネ
ル
（
２
９
２
８
m
）
を
含
む
約
４
娃
で

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

開
通
式
や
祝
賀
会
も
開
催
さ
れ
、
国
会
議
員

を
は
じ
め
、
富
良
野
圏
域
の
首
長
や
来
賓
な

ど
、
多
く
の
関
係
者
で
道
路
の
開
通
を
祝
い

ま
し
た
。

　
開
通
後
　
月
　
日
・
　
日
に
は
、
旭
川
十

１１

２７

２８

勝
道
路
整
備
促
進
期
成
会
（
富
良
野
市
長
 

北
 猛
俊
会
長
）
及
び
明
日
の
ふ
ら
の
を
創
る

道
の
会
（
富
良
野
商
工
会
議
所
会
頭
 荒
木
 

毅
会
長
）
が
国
土
交
通
省
や
財
務
省
な
ど
を

訪
問
し
、
地
域
高
規
格
道
路
「
旭
川
十
勝
道

路
」
の
整
備
促
進
を
要
望
し
ま
し
た
。

旭開
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注目の本！

　カサンドラ症候群と
は、ある種の障害や特性
により心が通わない夫
（または妻）をもったパ
ートナーに生じる心身
の不調。カサンドラ症候
群の概要や症状、対処法
について紹介する。

カサンドラ症候群
岡田 尊司  

ＢＯＯＫＳ

開館時間　

 《火・木・金曜日》　
　午前１０時～午後６時

 《水曜日》
　午前１０時～午後７時

 《土・日曜日》
　午前９時～午後５時

１月の休館日

　・毎週月曜日

　・１日鰹火 ～５日鰹土 

　・２５日鰹金 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書NEW

松浦武四郎の生涯
/ 更科 善藏

１０８（イチマルハチ）
/ 松尾 スズキ

銀色の青 / 笑い飯 哲夫

ちょっくら

となりまち

今月のテーマ

冬のイチオシ！

　中富良野　

ウインターフェスティバル２０１９
　雪像と大きな滑り台、雪を使った遊びや冬
ならではのスポーツ、大好評のチョコまきは
何度もあり、老若男女が楽しめるイベントが
盛りだくさん！フラワー都市交流「ゆり」の
鹿児島県和泊町からエイサー隊もやってき
ます！

と　き　２月１０日鰹日 　正午～
ところ　北星スキー場

鰹問 ウインターフェスティバル事務局
　（中富良野町教育委員会）　拶４４‐２２０４

　南富良野　

かなやま湖冬の風物詩
「氷上わかさぎ釣り」

　かなやま湖のわかさぎ釣りシーズンが到来
しました。町では釣り場の管理などを行って
いませんので、釣りをする場合は氷の厚さや
周辺の状況を確認し、安全に注意して行って
ください。寒さが厳しくなるこれからが本番
です。ぜひお越しください。

鰹問 南富良野町企画課商工観光係　拶５２‐２１１５

　占冠　

アイスキャンドルナイト
　極寒の占冠村に約１,０００個の「アイスキャン
ドル」が並び、占冠の夜を灯します。会場に
はピラミッドキャンドルやチューブ滑り台、
占冠グルメ販売コーナーをはじめ、占冠村出
身の兄弟デュオ「ヴィレッジ」のライブや、
花火大会も開催します。ぜひ、占冠村の「し
ばれ」を楽しんでください。

と　き　２月９日鰹土 　正午～午後８時
ところ　道の駅自然体験しむかっぷ

鰹問 NPO法人占冠・村づくり観光協会　拶３９‐８０１０

　上富良野　

第５５回かみふらの雪まつり
　陸上自衛隊上富良野駐屯地が制作する大
雪像や、滑り台が設置され、楽しいイベント
盛りだくさん。ぜひ、遊びに来てください。

と　き　２月３日鰹日 　午前１０時～午後３時
ところ　日の出公園特設会場
内　容　チョコまき、スノーラフティング・
　　　　スノーモービル体験、宝さがし（小
　　　　学生以下）など

鰹問 同実行委員会
　（上富良野町企画商工観光課）　拶４５‐６９８３

児童書NEW

うみのごちそう しろくま
/ 柴田 ケイコ

みずとは なんじゃ
/ 鈴木 まもる

かいちゅう でんとう 
/ みやこし あきこ

展示・イベント

【２階多目的ホール】
　おはなし会　　　　　 　１月１２日鰹土 ・　午前１０時３０分
　※英語のおはなし会はお休み 

【１階読み聞かせコーナー】
　どんぐりおはなし会　　１月１６日鰹水 ・２３日鰹水 ・３０日鰹水 
　　　　　　　　　　　　午後３時（９日はお休み）

【１階エントランスホール】
　ふらの東山エリアフォトコンテスト入賞作品展示　
　　　　　１月１５日鰹火 ～２３日鰹水 （２３日は午前１１時まで）

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索



1155 FFuurraannoo 22001199--11

お子さんの写真を募集しています！

応募は、虚住所許氏名距電話番号鋸お子さん

の名前（ふりがな）と年齢漁簡単なコメント

を添えて、持参・郵送・メールのいずれかの

方法で「広報ふらの」までお寄せください。▲

メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp

▲

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

毎日２人とも元気いっぱ毎日２人とも元気いっぱいい鎧鎧

左か左からら

田中 莉生田中  莉  生 さんさん    ((３歳３歳))　弥生町弥生町

りり おお

永茉　　  永  茉 さんさん    ((１歳１歳))　
ええ まま

歌が大好歌が大好きき鎧鎧

谷本麻衣谷本  麻  衣 さんさん    ((１歳１歳)) 東　東鳥沼鳥沼
まま いい
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先
月
に
引
き
続
き
、
「
イ
ヤ
イ
ヤ
期
」
を
テ
ー
マ

に
、
子
ど
も
と
上
手
に
付
き
合
う
５
つ
の
コ
ツ
を
紹

介
し
ま
す
。

繋
共
感
し
た
り
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
あ
げ
よ
う

　
イ
ヤ
イ
ヤ
を
し
て
い
る
と
き
の
子
ど
も
は
、
思
う

よ
う
に
気
持
ち
が
伝
え
ら
れ
ず
、
頭
の
中
が
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ

れ
が
続
く
と
イ
ヤ
イ
ヤ
が
爆
発
し
て
し
ま
い
ま
す
。

な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
イ
ヤ
イ
ヤ
で
あ
っ
て
も

「
イ
ヤ
だ
っ
た
ね
」
と
共
感
し
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
気
持
ち
を
、
少
し
で
も
ほ
ぐ

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
年
齢
に
も
よ
り
ま

す
が
、
別
の
遊
び
に
誘
っ
て
気
を
そ
ら
せ
、
好
き
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
形
を
使
っ
て
腹
話
術
の
よ
う

に
し
て
「
○
○
や
△
△
も
あ
る
け
ど
ど
う
す
る
？
」

な
ど
、
選
択
肢
の
中
か
ら
子
ど
も
自
身
で
選
ん
で
決

め
さ
せ
た
り
、
子
ど
も
が
答
え
や
す
い
よ
う
に
提
案

し
た
り
す
る
こ
と
も
方
法
の
一
つ
で
す
。

罫
「
ダ
メ
」
の
基
準
を
決
め
、
頭
ご
な
し
に
叱
ら
な
い

　
子
ど
も
は
イ
ヤ
イ
ヤ
を
し
た
と
き
の
大
人
の
反

応
を
見
て
「
ど
こ
ま
で
O
K
」
で
「
ど
こ
か
ら
ダ

メ
」
な
の
か
を
判
断
し
て
い
る
こ
と
も
。
「
危
険
な

こ
と
や
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
は
ダ
メ
」
な
ど
、

家
庭
内
で
「
ダ
メ
」
の
基
準
を
決
め
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
何
で
も
「
ダ
メ
」
と
い
う
よ
り
も
、
具
体

的
な
決
ま
り
が
あ
れ
ば
、子
ど
も
も
理
解
し
や
す
く
、

「
良
い
こ
と
」
と
「
ダ
メ
な
こ
と
」
の
判
断
が
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
頭
ご
な
し
に
叱
る
と
、
子
ど
も
は

「
行
動
が
否
定
さ
れ
た
」「
自
己
主
張
し
て
は
い
け
な

い
」
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
言
い
過

ぎ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
た
と
き
は
、
叱
っ
た
理
由
を

し
っ
か
り
伝
え
、
「
〇
〇
ち
ゃ
ん
が
嫌
い
で
怒
っ
た

わ
け
じ
ゃ
な
い
よ
」
「
〇
〇
ち
ゃ
ん
の
こ
と
は
大
好

き
だ
よ
」
な
ど
と
、
子
ど
も
を
愛
し
て
い
る
こ
と
を
、

言
葉
で
伝
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

茎
嵐
が
過
ぎ
る
の
を
待
つ
の
も
一
つ
の
手

　
イ
ヤ
イ
ヤ
が
激
し
い
と
き
に
無
理
に
関
わ
ろ
う

ふふ
らら
のの
～～
んん
びび
りり
子子
育育
てて
と
す
る
と
、
さ
ら
に
イ
ヤ
イ
ヤ
が
爆
発
し
て
し
ま
う

こ
と
も
…
。
そ
う
い
う
と
き
は
、
繋
の
よ
う
な
声
か

け
を
し
て
、
あ
と
は
少
し
距
離
を
お
き
、

子
ど
も
が
落
ち
着
く
の
を
待
つ
こ
と
も
一

つ
で
す
。

荊
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
…

　
「
今
忙
し
い
の
に
…
」
と
い
う
と
き
に

限
っ
て
、
イ
ヤ
イ
ヤ
を
さ
れ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
ん
な
と
き
に
子
ど
も
が
イ
ヤ
イ
ヤ
を
す
る
の

は
「
自
分
を
見
て
ほ
し
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る

か
ら
で
す
。
時
間
に
余
裕
が
な
い
と
、
言
う
こ
と
を

聞
い
て
く
れ
な
い
こ
と
や
思
う
よ
う
に
行
動
で
き

な
い
こ
と
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
な
ど
、
ど
ん
ど

ん
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
…
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

み
ま
し
ょ
う
。
時
間
が
多
少
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
も
、

仕
方
が
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
も
、
子
ど

も
と
気
持
ち
良
く
関
わ
る
た
め
に
大
切
で
す
。

蛍
褒
め
る
と
き
は
思
い
っ
き
り
褒
め
る
！

　
「
親
が
好
き
」
と
い
う
子
ど
も
の
気
持
ち
は
、
イ

ヤ
イ
ヤ
期
で
あ
っ
て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
大
好
き
な

親
に
褒
め
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
。

「
き
ち
ん
と
見
て
い
る
よ
」
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ

る
こ
と
で
、
イ
ヤ
イ
ヤ
が
落
ち
着
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
が
何
か
上
手
に
で
き
た
と
き
は
、
し
っ

か
り
反
応
し
、思
い
っ
き
り
褒
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

《
ま
と
め
》

　
第
一
反
抗
期
と
も
呼
ば
れ
る
「
イ
ヤ
イ

ヤ
期
」
は
誰
も
が
通
る
道
。
個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
、
3
歳
く
ら
い
に
な
り
、
自
分
の
気
持
ち

を
言
葉
で
上
手
に
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く

る
と
、
イ
ヤ
イ
ヤ
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。
イ
ヤ
イ
ヤ

期
の
子
ど
も
へ
の
対
応
に
は
四
苦
八
苦
す
る
こ
と

が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
紹
介
し
た
コ
ツ

や
、
お
母
さ
ん
同
士
で
う
ま
く
い
っ
た
関
わ
り
方
な

ど
を
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
子
育
て
が
楽
し
い
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
で
す
。

鰹問 
虹
い
ろ
保
育
所
　
拶
２
２
‐
２
５
３
３
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▼ まちの将来を考える
第１２回子ども未来づくりフォーラム　１１月２８日鰹水 

ちや地域課題の解決に向け、子どもたちの考

えを発表する「子ども未来づくりフォーラ

ム」が文化会館で開催されました。市内９校の児

童たちが、日々の学習や集団活動を通して考えた、

人口減少に歯止めをかける方法や地域内に観光客

を誘致するアイデアなどを提言し合いました。ま

た、フォーラム開催前に富良野市いじめＺＥＲＯ

メッセージコンクールの表彰式も行われました。

ま

▼札響の木管五重奏を堪能
麓郷芸術祭クラシックコンサート　１１月２５日鰹日 

郷芸術祭実行委員会主催のクラシックコン

サートが、富良野市立麓郷小中学校体育館で

開催され、札幌交響楽団メンバー５人が木管五重

奏を披露し、拍手喝さいを浴びました。来場した

地域住民など約１１０人は優雅な雰囲気の中、リゲ

ティ「木管五重奏のための６つのバガテル」をは

じめ、「サウンド・オブ・ミュージック」や「海の

声」など全７曲を楽しみました。

麓

▼女子レスラーが空中戦を展開
北都プロレスinやまべ　１２月１日鰹土 

部まちおこしネットワーク主催の北都プロ

レスの興行が、山部福祉センターで開催され、

地域住民など約１５０人が観戦しました。シングル

マッチやタッグマッチ、バトルロイヤルなど５試

合が行われ、女性レスラーも出場し華やかな空中

戦を繰り広げました。１１月２９日にはレスラー２人

が、富良野市立山部小学校と山部保育所を訪れ、

子どもたちと交流しました。

山

▼富良野No.１ダンサー競う
THE DANCE RECITAL　１２月９日鰹日 

良野で初めてのダンスバトルがドリームハウス

金魚で開催されました。ストリートダンス教室

Doocle Furanoの発表会も兼ねて行われ、市内外の小学

生から大人まで１００人以上のダンサーが参加し、富良野

No.１ダンサーを競いました。市内のダンススクールや

スペシャルゲストによるダンスショーも行われ、主催

者の蔭川友春さんは、富良野を盛り上げていきたいと

あいさつしました。

富
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  安  斎   昭  勝 さん（７８歳）
あん ざい あき かつ

藍綬褒章
　 統計功労

和４０年から統計調査員として、国勢調査
１１回、住宅・土地統計調査３回、北海道

農業基本調査２６回、農林業センサス１０回、合
計５０回の統計調査に尽力されました。特に、
農林業センサス調査では、農事組合の会合な
どを利用して、調査の内容を説明し職務の遂
行に努力され、これらの功績が認められ受章
されました。

昭

 井村 久美子さん（６８歳）

経済産業省大臣表彰
　 統計功労

成３年から統計調査員として、商業統計
調査８回、工業統計調査１６回など、合計

２６回の統計調査に尽力されました。調査環境
が悪化する中、統計調査の重要性を訴え、率
先して調査票を配布・取集し、利用方法や調
査結果を説明するなど、他の調査員の模範と
なっており、これらの功績が認められ受賞さ
れました。

平

前富良野市長 　能登 芳昭さん（７９歳）

北海道社会貢献賞
　 自治功労

成１８年５月、地域住民から推されて富良
野市長に就任して以来、３期１２年もの永

きにわたり、「情報開示」と「市民対話」を基
本理念に掲げ、市民本位の市政の実現に向け
たまちづくりに尽力されました。また、平成
１５年５月から平成１８年２月まで、富良野市議
会議員として、経済建設常任委員会委員及び
市民福祉常任委員会委員を歴任し、地域経済
の振興や住民の福祉向上などに尽力され、こ
れらの功績が認められ受賞されました。

平

▼ マラソンで絆を深める
第４１回西脇子午線マラソン大会　１２月９日鰹日 

好都市、兵庫県西脇市で開催された西脇子午

線マラソン大会に富良野市派遣選手として、

市社会福祉協議会の大西正美さん（写真左）が５

km、富良野・美瑛広域観光推進協議会の 金  光 
かね みつ

 紗  葉 
さ よ

さん（右）がハーフマラソンに出場し、友好の絆

を深めてきました。大西さんと金光さんは「沿道

からの温かい声援のおかげで、完走することがで

きました」と話していました。

友
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妊
娠
中
に
喫
煙
・
飲
酒
す
る
こ
と
の

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響

　　

た
ば
こ
の
煙
に
は
有
害
物
質
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
主
な
有
害
物
質
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、ニ
コ
チ
ン
、一

酸
化
炭
素
が
あ
り
ま
す
。ニ
コ
チ
ン
は
血

管
を
収
縮
さ
せ
て
、子
宮
や
胎
盤
へ
の
血

液
量
を
減
少
さ
せ
ま
す
。ま
た
、一
酸
化
炭

素
は
血
液
の
酸
素
を
運
搬
す
る
能
力
を
低

下
さ
せ
、
赤
ち
ゃ
ん
は
低
酸
素
状
態
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ら
の
影
響
で
赤
ち
ゃ
ん
は

体
重
増
加
が
妨
げ
ら
れ
、一
般
に
喫
煙
者

の
妊
婦
は
非
喫
煙
者
の
妊
婦
に
比
べ
、赤

ち
ゃ
ん
の
出
生
体
重
は
平
均
２
０
０
ｇ
少

な
く
、低
出
生
体
重
児
が
生
ま
れ
る
頻
度

は
約
2
倍
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
妊
婦
の
喫
煙
に
よ
り
、
自
然
流
産

の
発
生
率
は
約
2
倍
、
早
産
率
は
約
1.5

倍
、周
産
期
死
亡
率
は
約
1.4
倍
高
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
常
用
す
る

と
、
知
能
障
害
、
発
育
障
害
を
と
も
な
う

胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群
の
子
ど
も
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
国
の
研

究
で
は
、
1
〜
2
万
人
の
出
生
に
一
人
と

考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
脳
の
形
成
異

常
に
対
し
て
は
ア

ル
コ
ー
ル
に
タ
バ

コ
が
加
わ
る
と
増

強
さ
れ
る
こ
と
が

動
物
実
験
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
胎
児
性
ア

ル
コ
ー
ル
症
候
群
は
、一
日
に
純
ア
ル
コ
ー

ル（
エ
タ
ノ
ー
ル
換
算
）
60 

ml
以
上
の
摂

取
で
高
頻
度
の
発
症
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
純
ア
ル
コ
ー
ル
60 

ml
は
、
ビ
ー
ル
で

は
中
瓶
2.5
本（
1
2
5
0
ml
）、ワ
イ
ン
で

は
グ
ラ
ス
4
杯（
5
0
0
ml
）に
相
当
し
ま

す
。
飲
酒
に
よ
る
異
常
の
う
ち
、
奇
形
は

妊
娠
初
期
に
、発
達
遅
延
や
中
枢
神
経
系

の
機
能
不
全
は
妊
娠
末
期
の
飲
酒
と
関
連

が
あ
り
ま
す
。

授
乳
期
の
喫
煙
・
飲
酒

ま
た
妊
娠
中
だ
け
で
な
く
、
授
乳
中

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
、

タ
バ
コ
の
有
害
物
質
と
も
に
母
乳
を
経

由
し
て
赤
ち
ゃ
ん
に
届
き
ま
す
。
ま
た

妊
婦
の
受
動
喫
煙
も
、
赤
ち
ゃ
ん
へ
悪

い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
い

ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、現
役
世
代
み

ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。具
体
的
に
は
、若
い
と
き

に
公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続

け
る
こ
と
で
、年
を
と
っ
た
と
き
や
、病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制

度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す

る
た
め
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま

す
。

老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の

老
齢
年
金
の
ほ
か
に
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や

事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死

亡
し
た
場
合
に
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る

配
偶
者
」
や
「
子
」
）が
受
け
取

れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な
る

学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課

程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
方
で
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下

～新成人の皆さんへ～

20 歳になったら
国民年金

 妊娠中の

喫煙・飲酒

今月のテーマは

こんにちは
　保健師

　　です！

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ
な
く

笑市民課市民年金係

拶 39‐2301
国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

　昭和29年１月生まれ (65歳) の方は、満65

歳の誕生日以降に手続をしてください。す

でに厚生年金を受給している方は、誕生月

に送られてくるはがきを返送することで

基礎年金の手続きが完了となります。

●必要なもの

印鑑、預金通帳、年金手帳、マイナンバーが

わかるもの、戸籍謄本や住民票謄本など

●受付窓口

市役所１階 ② 番窓口

　H29年度の市健康

増進計画中間評価で

は、本市の妊婦の飲

酒率は、増減しなが

らも0.7％、喫煙率は

年々減少し1.5％とな

っています（ともに

H28年度）。

　家族みんなで喫

煙・飲酒をひかえ、健

康な赤ちゃんを迎え

る準備をしましょう。

今月の手続きは

ちぇっくマイボディー H31.1　カラー.indd   18 2019/01/28   16:24:31
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コ
ン
テ
ナ
の
対
象
と
な
る
も
の

●
コ
ッ
プ
な
ど
の
ガ
ラ
ス
製
品
、
化
粧

び
ん
、
茶
わ
ん
な
ど
の
陶
磁
器
製

品
、
魔
法
び
ん
な
ど
の
保
温
容
器

で
内
側
が
ガ
ラ
ス
製
の
も
の
（
電
気

ポ
ッ
ト
は
、
電
気
製
品
で
出
し
て
く

だ
さ
い
）

注
意

●
耐
熱
ガ
ラ
ス
（
哺
乳
び
ん
、
保
存
容

器
で
電
子
レ
ン
ジ
・
オ
ー
ブ
ン
で
加

熱
可
能
な
物
、
ガ
ラ
ス
製
の
な
べ
の

ふ
た
）
は
、
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

●
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
際
、
運
搬
に

使
っ
た
袋
な
ど
は
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

Ｑ１
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
メ
ー

ル
で
融
資
の
案
内
が
来
た
。

３
０
０
万
円
ま
で
融
資
は
可
能
で
、返
済

は
月
々
３
０
０
０
円
。返
済
開
始
は
６
カ

月
後
か
ら
だ
。電
話
で
簡
単
な
審
査
が

必
要
だ
が
、利
息
が
な
い
の
が
魅
力
だ
。

融
資
を
受
け
て
も
大
丈
夫
な
業
者
か
。

Ｑ２
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
「
融
資
の

ご
回
答
」と
い
う
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
来
た
。「
３
０
０
万
円
借
り
て

も
月
々
３
０
０
０
円
の
融
資
ラ
ク
ラ
ク

返
済
コ
ー
ス
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。融
資

の
審
査
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
」と
い
う
内

容
だ
っ
た
。身
に
覚
え
が
な
く
、融
資
の

必
要
が
な
い
の
で
、記
載
の
電
話
番
号
に

電
話
す
る
べ
き
か
。

Ａ
こ
れ
ら
は
、実
際
に
は
融
資
を

し
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、融
資

を
す
る
旨
の
文
書
を
送
付
す
る
な
ど
し

て
、融
資
を
申
し
込
ん
で
き
た
者
に
対

し
保
証
金
な
ど
を
名
目
に
、現
金
を
振

り
込
ま
せ
、金
銭
を
騙だ

ま

し
取
ろ
う
と
す

る
手
口（
融
資
保
証
金
詐
欺
）と
思
わ
れ

ま
す
。融
資
の
必
要
性
が
あ
っ
て
も
、自

ら
申
し
込
ん
で
も
い
な
い
の
に
送
ら
れ

て
き
た
メ
ー
ル
は
、無
視
し
ま
し
ょ
う
。

●
貸
金
業
を
営
む
者
は
、主
た
る
営
業

所
な
ど
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
財

務
局
ま
た
は
都
道
府
県
知
事
の
登

録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
借
入
を
す
る
場
合
は
、登
録
の
有
無

を
確
認
し
、登
録
の
確
認
が
出
来
な

い
業
者
か
ら
は
、絶
対
に
借
入
れ
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

土・日・祝日の相談は

消費者ホットライン

利用方法

◎音声案内
→『１』を押す
→お住まいの
　郵便番号
　７ケタを入力

セト・コンテナに

他のごみを

捨てないでください

融資保証金
詐欺に注意

笑環境課

拶 39‐2308

笑消費生活センター

拶 39‐1166

再
確
認
！
排
出
方
法
と
マ
ナ
ー

今月の Ｑ＆Ａ

泣き寝入りは
いやや

188
を利用してください

相談するなら

消費生活センター
若松町17番1号
月～金曜日 
午前10時～午後4時

クーリング・オフ葉書は、

次の窓口に置いてあります。

・富良野郵便局

・若葉郵便局

・山部支所

・東山支所

 パソコンの処分

　パソコンは、市では収集し

ません。廃棄する機種のメー

カーが回収・資源化しますの

で、メーカーなどに直接申し

込みください。

　メーカーの連絡先は、パソ

コン３Ｒ推進協会のホームペ

ージ http://pc3r.jp/ または

拶03-5282-7685で 確 認 す

ることができます。

　

セ
ト
・
コ
ン
テ
ナ
の
周
囲
に
、
中
身
の

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
び
ん
、
缶
、
フ

ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
金
属
類
が
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
や
紙
袋
で
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

び
ん
ポ
ス
ト
、
セ
ト
・
コ
ン
テ
ナ
の

周
り
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み

ちぇっくマイボディー H31.1　カラー.indd   19 2019/01/28   16:24:40
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母
在
ら
ば
着
せ
た
く
想
う
羽
根
布
団

関
根
　
幸
子

今
更
に
生
き
方
問
う
て
十
二
月

　
　
　
　
　
石
黒
よ
し
子

国
道
を
覆
ふ
気
あ
ら
し
港
の
灯

篠
田
　
　
瞳

年
新
た
心
も
あ
ら
た
米
寿
か
な

相
澤
か
を
り

二
百
巻
目
指
す
写
経
や
初
硯橘
　
　
千
祥

買
初
の
靴
に
打
ち
込
む
滑
り
止
め

長
畑
　
静
香

伊
豆
の
旅
箱
根
関
所
で
伝
統
を

読
み
ふ
け
る
 間
 に
 逸
 れ
 心
  急
 ぐ
　
　
清
水
　
尋
子

ま
 

は
ぐ
 

こ
こ
ろ
 
せ

幾
年
も
畑
に
 勤
 し
む
朝
に
日
に

い
そ

あ
ま
た
の
野
菜
を
感
謝
し
つ
 食
 す
　
中
嶋
　
美
由

お

半
月
の
白
き
輝
き
仰
ぎ
見
て

そ
ぞ
ろ
に
歩
む
一
、
二
歩
散
歩
　
　
　
太
田
　
瞠
子

写
し
た
る
ミ
ニ
雪
ダ
ル
マ
台
湾
へ
　
　
　
　
　
　

送
れ
ば
早
そ
う
友
の
写
し
笑
顔
　
　
三
上
　
和
子

カ
ー
リ
ン
グ
気
持
ち
若
や
ぐ
新
年
に

響
き
渡
る
や
笑
ひ
の
う
ず
よ
　
　
　
鎌
田
　
敬
子
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今月のラジオ広報
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災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼今号で70人目の紹介となった「わが家のペットと
笑顔のワ」。前任者から引き継いだ人気のコーナーで
したが、昨年度実施した「広報アンケート調査」の
意見を参考に、９月号からは飼い主さんも紹介して
います。取材では、いつも面白い話題が盛りだくさ
んですが、記事にできるのは、ほんの一部だけで残
念に思うことも。犬が多いですが、なんでもありで
す。「笑顔のワ」＼次はあなたのところへ／（ま）

▼年末年始は連休となるため、１月４日鰹金 に一部窓
口を臨時開庁します。開庁する窓口や取扱業務など、
くわしくは広報ふらの１２月号お知らせ版（12/13発行。
ホームページでも閲覧できます）をご覧ください。
市役所は１月７日鰹月 から通常どおり開庁します。
２０１９年度は平成最後の年。引き続き、みなさんに親
しまれる広報紙づくりに努めていきたいと思います
ので、取材へのご協力をよろしくお願いします。（む）

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午前９時～９時５分

　　　　　　　　　　　　午後５時３０分～５時３５分（再放送）

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　１月５日鰹土 　午前１０時～１１時

　１月２３日鰹水 　午前１１時～正午（再放送）

■協力隊員情報番組「地域おこし協力隊が行く！」
　毎週　月曜日～金曜日　午後１時～１時１０分

　　　　　　　　　　　　午後５時４０分～５時５０分（再放送）

わが家の
ペットと

ナナ　５歳　♀

ミックス

愛犬家も大迷惑！ペットのフンは持ち帰りましょう

身近な人の富良野暮らしを
ペ ッ ト と 一 緒 に
リレー形式で紹介します

　ニューファンドランドとエ
リスハウンドのミックスで、
ラブラドールに似てるんです
けど、細くて、手足が長く、
顔が小さい感じです。
　犬ぞりをしている知人にお
願いして、子犬のときに譲り
受けました。
　好物は鹿の角。丸ごと１本
あげてるんですけど（笑）、毎
日カリカリ噛んで、だいたい
１年でなくなるんです。泳ぐ
のが大好きで、湖や川をばん
ばん泳いでます。金山湖に連
れていくと、心配になるぐら
い遠くまで泳いでいっちゃう
んで、流木を投げて取りに行
かせたりして遊んでますね。

　１２年前にＵターンし、奥さんと娘さん２人の４人暮らし。３年前
にアウトドア＆カフェハウスＮａｖｏを開店。

　札幌で美容師をやっていたころ、ニセコによくラフティングに
行っていて、それが楽しくて！ガイドもやってみたいと思い、富良
野に帰ってきたんです。
　店では「ヴィーガン」っていう植物性のものしか使わない料理を
出してます。たまたま僕がそういう食事だったんで。オーガニック
の野菜や無農薬の米を仕入れて、仕込みから全部手作りしてるん
ですよ。健康でいられるのが一番。元気な体があれば、なんでもで
きるじゃないですか。
　昨年、アメリカでインディアンと一緒に生活して「コブハウス」
を勉強してきたんですよ。外国人観光客が１カ月くらい滞在して
も飽きないような、「ナチュラルビルディング」のビレッジを富良
野につくりたくて。今は、自分ができることを勉強して準備してい
る感じで、着々とリアル感がでてきていますよ。

竹内 貴康 さん
（ 北の峰町 ）

今月
は

犬の名前

笑 顔 の

リ レ ー

70




